
生産振興課

花き・果樹・特産・水産担当

4381

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B61
花と緑の振興センター運営費（安全対策） 農業費 花と緑の振興センター費

令和元年度～ 花きの振興に関する法律　第５条ほか 宣言項目 09 儲かる農業の推進 2,17

分野施策 040937 強みを生かした収益力ある農業の確立 2-3,2-4,17-14

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
県　債

決定額 24,716 24,000 716 △5,679

前年額 30,395 30,000 395

令和 3年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

農林水
産業費

園芸農産振興
費

事 業
期 間

根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

令和 3年度 SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　花と緑の振興センターの展示園は、園路舗装等の老朽
化に伴う破損などが約２ｈａの園内各所で発生し、来園
者の通行に大きな支障が生じている。
　このため、園路舗装の修繕等の安全対策工事を実施し
、来園者が安全かつ快適に見学できる展示園とする。
(1)施設整備事業費　　　　　　　24,500千円
(2)付帯事務費　　　　　　　　　   216千円　

（１）事業内容
　　ア　施設整備事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24,500千円
　　　　展示園内の道路舗装等の補修及び柵・手摺等の設置を行う。
　　イ　付帯事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   216千円
　　　　施設改修工事の発注業務、管理・監督業務、検査・確認業務を行う。

（２）事業計画
　　　令和元年度　西園　舗装・階段・側溝蓋補修、柵・手摺新設
　　　令和２年度　東園東側　舗装・階段・土留補修、手摺新設
　　　令和３年度　東園西側　舗装・階段・縁石補修、柵・手摺新設

（３）事業効果
　　　一般開放している展示園として、来園者が安全かつ快適に見学できる環境が整備される。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　当センターが既に行っている来園者への対応として市販品を使った安全対策や、多機能トイレや障害者用駐車
　　スペースの整備、車いすの貸出などがある。

(県:10/10)

地域活性化事業債の元利償還金の30%を後年度、基準財
政需要額に算入

　9,500千円×1人＝9,500千円

前年との
対比

― 農林部 B61 ―
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